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Importance of telling and empowerment for 

donor child. 

 

 

テリングとエンパワメント 

 

Interviewee 

  

Ms. Emma Grønbæk 

 

 

Q. 自己紹介をお願いします。 

精子提供で生まれ、現在 25歳になる。

顕微授精で生まれた 2歳違いの双子の妹

たちがいる。精子提供で生まれたことを

これまで不幸せだと思ったことはない。 

ブログを運営して 7年になる。ブログ

を始めようと思った動機は、Donor 

Conception (DC) で生まれた人たちが書い

たブログを見て、自分のように最初から

そのことを知っていた人は非常に稀だと

いうことを知ったから。自分のことにつ

いての本 (Donor Child-A Child of Love) も

出版した。インスタグラムやフェイスブ

ックも開設している。 

 

 

Q. ブログの目的は? どのような人からコ

ンタクトがありましたか?     

ブログを始める前、DCについてオンラ

イン上にどのような情報があるか、ほと

んど知らなかった。DCで子供を持つこと

を考えていた友人から、ドナーから生ま

れた経験を聞かれた。そのことが、ブロ

グを作ろうという考えを持つきっかけに

なった。すぐに、オンラインで公開され

ている経験談を見て、DCについて幸せだ

と感じている人の話を見つけるのが難し

いということを知った。だから自分のス

トーリーを公開して人々にシェアしよう

と決心した。 

これまで、自分と同じように感じてい

る当事者、依頼親、不妊治療の業界で働

いている人たちからコンタクトを受けた

ことがある。特に、不妊治療に携わって

いる人たちは、自分たちの治療の結果を

知るのに長い時間を要するので、ドナー

から生まれて成人した人からのフィード

バック(肯定的であれ否定的であれ)をもら

うことに興味を持っている。 

DCを考えている親から週に何件かはオ

ンラインのコンタクトページを通して連

絡がある。その人たちが聞きたいこと

は、いま彼らがどの段階にいるか、例え

ばもうすでに子供がいるのかどうかなど

によって異なる。DCで生まれた子供をど

のようにサポートしたらいいか、アドバ

イスが欲しいという親もいれば、不妊の

問題を嘆いている人(特にヘテロカップル)

もいて、自分のような DCで生まれた子供

の経験を聞きたがる。例えば、DCで生ま

れたことがわかったとき悲しかったか? と

か。不妊の問題と格闘している人たち

は、両親の経験についても聞きたがって

いる。例えば、悲嘆の段階はいずれ過ぎ

去るのか? など。 

 

   

Q. 両親や家族は賛成、応援してくれま

したか?    

両親はとてもサポーティブで、ブログ

で公開しているオンラインの動画にも出

演してくれた。自分を妊娠したとき、両

親は、子供には知らせないように周囲か

らアドバイスを受けたが、両親は一貫し

てオープンなアプローチを取り、DCを恥

じることは決してなかった。 

両親には、自分の経験を公開してもい

いか、許可を得た。両親はとてもサポー

ティブで、家族を始めるために格闘して

いる人たちを助ける良いきっかけになる
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と賛成してくれた。父は自分が話してい

るそばでライブビデオを回していて、視

聴者が彼に直接質問できるようにしてく

れた。 

 

 

Q. 両親からどんなふうにテリングを受け

ましたか? 具体的なエピソードがあれば

教えてください。 

両親は、精子提供で生まれてきたこと

をストーリーにした本を作ってくれた。

何度も何度も、それを読み聞かせてくれ

た。そのおかげで、家族全員が、この話

になじんでくつろぐことができるように

なった。3歳くらいから、夜の読み聞かせ

に使っていた。 

そのストーリーを完全に理解したのは

何歳の時だったかわからないが、5歳のと

き、卵子と精子の絵を描いていた。だか

ら多分そのころだと思う。自分が描いた

絵は、本の表紙に使われている。 

自分も、両親も、そのようにしてきた

ことをとても良かったと思っている。 

DCについて書いた子供のための本は当

時、なかった。だから両親は自分たちで

作った。両親にはその才能があった。 

 

  

Q. どんなとき、両親から愛されていると

感じますか?  思春期・反抗期はありまし

たか?  両親との間に葛藤を経験しました

か?  

子供の時から精子提供で生まれたこと

を自慢に思っていた。両親がいかに子供

を熱望していて、そのためにたくさんの

時間と努力を割いてきたかを知っていた

から。6年もの不妊治療に耐えて、自分を

妊娠するのに成功したとき、養子をもら

うプロセスを終えかけていたところだっ

た。 

両親はほとんど希望を捨てかけてい

た。両親はたくさんの時間とお金を投資

し、そして自分が生まれるまで、辛い時

期を耐えた。だから、自分はほかの子供

たちよりも特別だといつも感じていた。 

10代の頃、父親と口論したとき、「あ

なたは私のお父さんじゃない」という思

いが浮かんだが、実際に言ったことはな

い。それは真実ではないし、言えばその

言葉を取り消すことができないことを知

っていたから。父をそのような方法で傷

つけたくはなかったので、それは言うま

いと決意した。 

 

  

Q. ほかの DC childたちとは交流がありま

すか?  ほかの人たちの経験や考えについ

て、どう思いますか?   

初めて自分の経験を公開した時、同じ

高校に通う女の子から接触があった。彼

女も精子提供で生まれていて、レズビア

ンの両親と暮らしていた。それ以来、彼

女とはたくさん話して、オンラインの参

加者向けにライブチャットを一緒にやっ

たこともある。 

ネガテイブな経験をした当事者と話す

のは難しいと感じている。彼らは自分た

ちの状況に不満を持っていることが多い

ので、彼らが経験したことを理解するの

に苦労するから。反対に、自分と同じよ

うな見方をしているほかの当事者とは前

向きな会話をたくさんしてきた。 

 ネガテイブな経験をしている当事者

が、自分と知り合った場合、彼らは大

抵、自分に対して批判的になる。不妊治

療業界からお金を稼ごうとしているだけ

だと言われたこともあった。 

自分とは異なる経験をした人と積極的

に関わりたいと思っているけれど、これ
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までのところ、その人たちは自分の話を

理解できないことがわかった。 

 

 

Q. 精子提供で生まれたことは、インパク

トの大きな出来事でしたか?  それとも、

もっと重要なことがありますか?  

精子提供で生まれたことは自分の人生

で大きな位置を占めている。なぜなら、

成長する過程でこれについてたくさんの

ことを両親と話してきたから。 自分の遺

伝子の 50％を知らないことは大きなこと

だし、特に医学的な事柄には関心があ

る。 自分の家族歴にアクセスできないこ

とにそこまで強いストレスを感じること

はないが、ドナーの病歴についてこれま

で知らなかったことを知り、それを自分

の主治医に伝えることができれば、それ

は良いことだと思う。 

オンラインコミュニティに積極的にコ

ミットする前は、DCについてあまり話す

機会はなかった。 自分の経験についてた

くさんのことを話しているが、それは

今、自分がたまたまそういう時流に乗っ

ているからだと思う。 

 

 

Q. 成長して、父親と遺伝的つながりがな

いということの意味をはっきりと理解し

た時、どう感じましたか? 

自分と父親が遺伝的に関係していない

ことを理解したときの、特定の瞬間や感

情を思い出すことができない。 いつもそ

うだと思って育った。ちなみに、自分は

母親によく似ている。 

小学校の 1年生か 2年生の頃、ドナーの

外見にとても興味を持っていた。 自分は

ドナーと同じくちびるを持っているかど

うか？ これらは家族内でのオープンに話

されていた。自分の特徴について単純な

好奇心を持っていた。 

 

 

Q. 学校で、友人の家族とは違うと気がつ

いたとき、どう思いましたか? どのよう

に適応しましたか? 

自分の家族がほかと違うことは知って

いた。学校の最初の年に、クラスの生徒

に家系図(family tree)を描かせる時間があ

った。母親が医療分野で働いていたこと

もあり、「本当の」家系図がどうなって

いるかをすでに知っていたので、木を描

くのは難しいと先生に告げた。先生はか

なり否定的な反応になり、自分が特別に

見えるように嘘をついていると言って両

親に電話をかけた。それで両親は先生に

実際の状況を説明しなければならなかっ

た。 

この先生の反応には驚いた。自分が悪

いことをしたかのように扱われた。自分

の家族が愛情で満たされているというこ

とを自分は伝えたかっただけなのに。 

 

 

Q. ドナーはどのような存在ですか?    

ドナーに会いたいとは思わない。ドナ

ーは当時のデンマークの法律によって匿

名の存在。今は希望すればオープンドナ

ーを選べるけど。匿名のドナーでも満足

している。ドナーの情報にアクセスする

ことができないが、それはドナーを探し

求める必要がないということ。 

ドナーに対しては、折にふれてありが

とうと心の中で伝えている。そして彼が

自分の存在を思い煩わないように願って

いる。精子を提供したことを後悔して欲

しくない。ドナーに会いたいとか、ドナ

ーについて知りたいとか思わない。 
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デンマークでは 23 and Meなどの遺伝子

検査は、米国ほどポピュラーではない。

それらを利用することに特別関心を持っ

たことはない。どういう結果になるかわ

からないし、それがポジティブなものと

は思えない。半きょうだいや、ドナーと

コンタクトを取りたいとは思わない。 

  

 

Q. もし、将来、ドナーの方からコンタク

トがあったら、会いますか?    

ドナーからどういう風にアプローチさ

れたか、自分に何を望んでいるかによる

と思う。 

もし、自分に会って、自分に問題がな

いか、そしてただコーヒーを飲むだけで

それ以上がないなら、それは問題ない。

でも、彼が自分の人生に関係しようとし

てきたりするなら、断る。 

ドナーについては、自分の父親の特徴

（瞳の色や身長）にマッチしていること

以外、まったく何も知らない。ドナー番

号すらも知らない。ドナーから生まれた

人の多くにとって重要なことの 1つは、

ドナーが提供した動機だが、これは私に

とっては大した問題ではない。自分の存

在と人生を作ってくれたドナーの役割に

とても感謝している。しかし、ドナーの

利得や彼の意図は、自分と自分の家族の

幸せに比べれば副次的なものだ。 

 

 

Q.  ドナーに会いたい人もいれば、あまり

関心がない人もいます。‘遺伝的つなが

り’について、どのように感じますか? 

ドナーから生まれた人たちのコミュニ

ティがあり、そこで活動している人たち

の声は非常に大きくて、いろいろな研究

の中でも過大評価されていると思う。自

分のように感じている人たちの方が多い

のではないかと思う。そういう人たちは

研究に含まれていないだけではないかと

思う。 

誰かが DCで生まれると、多くの場合、

裏切りがあった。それらの人々はしばし

ばドナーから生まれたことについて知ら

されていなかった。それは、その人たち

がそれについてどのように感じるかにお

いて決定的な役割を果たす。遺伝は重要

だけれど、それに執着している人たちの

ことを理解するのに苦労する。それは私

たちの文化、家族のイメージなどの一部

だが、どんどん変化している。 「あなた

は、お母さんかお父さんに、よく似てい

る」とか言われるのは社交上のこと。し

かし、DCが現れる前でも、片方または両

方の親と遺伝的に関係のない人はたくさ

んいた。今日では、ドナーについてでき

る限り多くの情報を得るために、規制を

求める声が強くなってきている。 

 

   

Q.  オープンドナーの方が望ましいでしょ

うか? これから親になる人は、どちらを

選ぶべきですか? 

これは難しい質問だと思う。両親が自

分たちの決定に確信を持っていることが

重要。オープンドナーでも、匿名ドナー

でもどちらでも良いと思う。どちらを選

ぶかより、ドナーから生まれた事実を、

子供との会話の中で親がどのように扱う

かの方が重要だから。つまり、どのよう

に子供に伝えるか、その結果、子供が出

生の事実についてどのように感じるかと

いうこと。 

デンマークでは、オープンドナーに期

待を寄せる依頼親も出てきている。18歳

以上になれば、ドナーの情報を得られる

という期待を持って子供が待ち続けた結

果、どうなるかは十分わかっていない。
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何が起こるかまだわからない。それぞれ

に長所と短所があるので、それは簡単な

選択ではない。 

 

 

Q.  デンマークのドナーに関する法律につ

いて、どう評価しますか?   

これも難しい質問。何か法改正をする

なら、それは子供と家族にフォーカスす

べきだ。 

どのような選択をし、何を期待するの

かについてより良い決定ができるよう、

両親に対するサポートがもっと行われる

べきだ。 

ドナーから生まれた事実を子供の

medical historyに記載するというオプショ

ンもあるだろう。そうすれば、フォーム

などに記入するときに、この情報を提供

できる。現在は、医療領域の知識が不足

しているため、ドナーから生まれた人々

にとって不利益になる可能性がある。 

 

 

Q. ドナーから生まれた人のためのサポー

トグループに参加していますか?   

ほかのサポートグループでは活動して

いない。自分のネットワークを持ってい

て、共同で何かをしたいと思っている人

から連絡があったときは、進んで手伝

う。両親もほかのグループに参加してい

ない。両親は自分のチャンネルに対して

サポートしてくれたけれど、自分たちの

仕事に忙しい。 

数ヶ月前、両親の仕事仲間の子供が、

家族を作るために DCを使用することを検

討していたため、DCについて自分と自分

の両親と、非公式に話をした。このよう

に、求められたら、積極的に応じるよう

にしている。 

 

 

Q. 将来、ご自身が、(もしそのような状況

になったら) 精子/卵子提供で子供を持つ

ことはありえますか?   養子についてはど

うでしょう? 

もちろん、そうする。DCでも養子で

も。 

   

 

Q. “Donor Child”でよかったと思うこと

は何でしょうか。逆にどのような困難が

ありますか?  

いつも自分は特別だという気持ちがあ

り、その気持ちを人生の他の領域に向け

ることができた。それはエンパワーだと

言える。 

課題は主に、ドナーから生まれたこと

の結果として、自分が知らない事柄に関

連している。たとえば、20歳のときに、

乳糖不耐症であることがわかった。それ

を知るのに長い時間がかかった。将来自

分の子供か欲しいと思ったとき、これら

の、わからないということが、チャレン

ジとなるかもしれない。 

 

 

Q. その他のコメント。 

2歳年下の双子の妹たちがいる。彼女た

ちは精子提供ではなく、顕微受精で生ま

れた。 

その技術は、自分の時には使えなかっ

た。よく聞かれるのは、父親と遺伝的に

つながっている妹たちがいて、自分は父

親と繋がっていないということについて

どう思うかということ。少なくとも自分

の家族について言えば、そのことは家族

の関係性に影響することはなかった。 

 

 

(2021年 12月) 
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Ms. Emma Grønbæk Link 

 

1996年に匿名の精子提供で生まれた。双子

の妹たちは、1998顕微受精(ICSI)で生ま

れ、両親と遺伝的に繋がっている。テリン

グは幼い頃から受けている。看護師として

働いている。 

 

Instagram -Link   

 

Facebook -Link  
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